
坂上

 坂上児童館　平成26年度事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

乳幼児 1129 乳幼児 739

小学生 0 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 933 大人 708

乳幼児 88 乳幼児 175

小学生 0 小学生 59

中高生 0 中高生 0

大人 77 大人 150

乳幼児 114 乳幼児 122

小学生 14 小学生 9

中高生 0 中高生 0

大人 123 大人 107

乳幼児 22 乳幼児 0

小学生 0 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 17 大人 0

【企画行事】
・乳幼児水遊び

・おはなしらんど
・ペープサートシアター

・出前ひろば

7月

第2
水曜日

第3
水曜日

11/19（水）

19 33

・乳幼児水遊びは、たくさんの方が参加して下さった。家だ
とひとりだが、児童館だと保護者同士も話をしながら、子ど
も達の水遊びを見守る事もでき、毎回賑わっていた。中学
生ボランティア「輝き隊」も参加し、乳幼児親子と水遊びを
通してふれあう事ができ、よい交流の場となった。
・ペープサートシアターは、季節を感じられるもの、節句や
記念日などのいわれ、日々の習慣などを分かりやすく歌を
交えながら楽しく伝える様にした。スポンジシアターやおも
しろ楽器シアターなども取り入れる事で、子ども達がリズ
ムに合わせて手拍子したり、一緒に歌を歌いながら楽しん
で聞いてくれた。とても好評だった為、27年度も楽しめる内
容を考えていく。
・笠原親子ひろばの先生方が出前ひろばで来て下さり、体
操やサーキット遊び、大型絵本や手遊び等で楽しんだ。盛
りだくさんな内容に、楽しかったと好評だった為、27年度も
企画していく。

【英語】
・クリスパパの英語であそぼう

8 0 26年度未実施

13 14

・子育て中の母親にとって、乳幼児クラブとは違い、異年
齢の子どもを持つ親同士が関わる事のできる大切な場に
なっている。保護者同士もより親しくなってきた事で、活動
の幅も広がった。児童館まつりでは、25年度は準備のみ
であったが、26年度はブースをひとつ担当し積極的に参加
できた。新たに入会する方がなかった為、乳幼児クラブな
どで、母親クラブの紹介等をして、会員を募っていく。
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64 48

・ベビーズクラブは、毎回、保健師や母子保健推進員の
方々に参加して頂いている。保健師には、その時々に応じ
て必要な話をして頂いたり、クラブ後も保護者の相談に
乗って頂いた。母子保健推進員のご協力により、双子や
兄弟を連れての保護者の方もクラブに安心して参加する
事ができた。
・乳幼児クラブには、年10回程度美坂保育園の先生方が
来て下さり、運動や製作などで、交流する事ができた。養
正幼稚園には、お散歩に出掛けて行き、園で遊ばせて頂
いた。特に、就園前の親子にとっては、保育園や幼稚園と
の交流は好評だった。
・ちびっこクラブは、26年度は同年齢のクラブであったキン
ダークラブと一体化した。クラブとして集まる場がひとつに
なった事で、参加者の関わりに広がりが見られた。健康づ
くり推進員のご協力で、近隣の公園や神社へお散歩に出
掛け、季節を感じたり、坂道や長い距離を楽しみながら歩
く姿も見られた。
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【乳幼児クラブ】
・ベビーズクラブ
・わんわんクラブ
・ちびっこクラブ

前期8回
後期8回

目標回数：90回程度

乳幼児の親子が様々な
活動に参加できる場を
提供し、育児について
の情報交換や仲間づく
りを進めることにより子
育てを支援する。年齢
ごとの集団での親子遊
び、集団遊びを通じて、
楽しむ中で情報を得た
り、仲間づくりをしたりす
ることによって子育てを
支援する。
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平成25年度の実施状況 平成26年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、
課題分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

【母親クラブ】
・お茶摘み
・カイロプラクティック講座
・親子クッキング
・児童館まつり

月1回
程度



坂上

H25
年度

H26
年度

平成25年度の実施状況 平成26年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、
課題分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 1353 乳幼児 1036

小学生 14 小学生 68

中高生 0 中高生 0

大人 1150 大人 965

乳幼児 12 乳幼児 0

小学生 338 小学生 339

中高生 0 中高生 0

大人 5 大人 1

乳幼児 5 乳幼児 16

小学生 330 小学生 553

中高生 7 中高生 24

大人 12 大人 35

乳幼児 17 乳幼児 16

小学生 668 小学生 892

中高生 7 中高生 24

大人 17 大人 36

小計 112 120

【企画行事】
・どれみらんど
・さかうえらんど/学習スペース
・チャレンジ
・ワクワクらんど
・ペープサートシアター

・ダブルダッチ

・たけのこ掘り
・科学のひろば
・デイキャンプ
・子ども獅子舞

月1.2回
程度

全3回

単発

59 76

・さかうえらんどは、毎回、子ども達が自主的に遊びを決
めている。学校で流行っている遊び、オリジナルで考え出
した遊びなど、上級生と下級生がひとつにまとまって遊ぶ
姿が見られた。中学生や地域の方の参加もあり、よい交
流ができた。今後も、子ども達の遊びを見守っていく。
・チャレンジは、26年度より、記録を残していきたいという
子どもの意見を取り入れ、遊戯室に「チャレンジ表」を掲示
した。豆つかみやバランスボール、フラフープなど数や時
間を競うものが好評で、大いに盛り上がった。より記録を
伸ばす事ができる様、努力する姿が見られた。27年度も子
どもの意欲が湧くような内容を企画する。
・ワクワクらんどは、ファンシークラブから、単発事業に切
り替えた事で、誰でも気軽に参加できるようになった。手提
げやアクセサリーなど日常で使用できる小物作りをし、参
加者は自分なりのオリジナリティに富んだ作品に仕上げる
事ができた。定員に満たない事もあった為、おたよりの告
知だけでなく、見本なども置いたりなどして参加者を募る。
・地域で活動しているインストラクターの方に来て頂き、ダ
ブルダッチを体験した。2本の縄を跳ぶ事からスタートし、
ひとつひとつの技をクリアしていく事で、ダブルダッチの楽
しさを体で感じている様だった。3回のみの企画ではあった
が、その後も、より高度な技に挑戦する姿も見られた。ま
た、機会があれば、取り入れていきたい。
・各事業、地域の方のご協力を得て開催する事ができた。
たけのこ掘りは、26年度初めての試みで、斜面に頭を出
すたけのこを見つけ、表面を傷つけない様、丁寧に掘っ
た。デイキャンプは、飯盒炊爨とカレー作りを体験し、未経
験の子も積極的に参加できた。どの事業も、とても好評
だった。
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【小学生クラブ】
・一輪車クラブ
・もぐもぐクラブ

月1.2回
程度

前期4回
後期4回

目標回数：100回程度

小学生のクラブを指導
し、自主性や創造性を
育て、協調性を養うとと
もに障がいのある児童
も共に遊ぶことができる
場をつくり相互理解を深
める。

12 14

53

小計 104 95

44

・一輪車クラブは、子ども達が意見を出し合って曲を決め
たり、どんな技を取り入れるのかを相談した。目標に向
かってひとつのものを作り上げていく達成感を味わう事が
できた。第2区夏祭りと養正公民館まつりは、雨天の為、
発表が中止になってしまった。後日、保護者の方に見て頂
く機会は設けたが、地域の方に披露する事ができなかった
のは、とても残念だった。
・もぐもぐクラブは、前期・後期とも、初回に自分達でメ
ニュー決めをした。一度は、地域の方のご協力で、よもぎ
もちを教えて頂き、とても好評だった。調理室がなく限られ
た中ではあるが、作る過程で様々な事を体験し、自分で
作って食べる事の楽しさを知る事ができた。手軽にできる
メニューは、家でも作る事ができると好評だった。
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坂上

H25
年度

H26
年度

平成25年度の実施状況 平成26年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、
課題分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 18 乳幼児 27

小学生 25 小学生 21

中高生 7 中高生 6

大人 29 大人 35

乳幼児 8 乳幼児 4

小学生 13 小学生 10

中高生 0 中高生 0

大人 9 大人 3

乳幼児 0 乳幼児 3

小学生 14 小学生 24

中高生 0 中高生 0

大人 0 大人 3

乳幼児 202 乳幼児 60

小学生 302 小学生 153

中高生 47 中高生 6

大人 682 大人 111

乳幼児 228 乳幼児 94

小学生 354 小学生 208

中高生 54 中高生 12

大人 720 大人 152

小計 27 27

18

・第1土曜日におはなしの会の方が、絵本やエプロンシア
ター、紙芝居などで、様々なお話をして下さる。時には、読
み聞かせだけでなく、カルタ取りをしたり、歌を歌ったりな
ど、参加者が楽しめる内容を考えてきて下さる。お話を聞く
事で本に関心を示し、図書室で本を手に取る姿も見られる
ようになった。
・様々な行事を通して、地域の方と多くの関わりを持つ事
ができた。すいとんの会は、ひだまりサロンの方々と一緒
にすいとんを食べながら、和やかな雰囲気で交流した。新
羅神社秋の大祭では、事前に獅子舞の指導をして頂き、
何度も練習を重ね、堂々と披露する事ができた。伝統ある
地域行事に参加する機会は貴重であり、子ども達にとって
もよい経験となった。
・もちつき大会を開催しなかった事、共催行事事業参加人
数のカウント方法が変更した事により、参加人数が減少し
た。

【伝承あそび】
・羽根つき
・カルタ取り
・コマ
・お手玉

1月 3 4

・羽根つき、コマ、カルタ取り、福笑いなどで遊んだ。26年
度、アンパンマンの大型カルタを子ども達と一緒に製作し
た。読み札を読むと、走って取りに行き、白熱したカルタ取
りになった。とても好評だった為、お正月に向けて、種類を
増やしていけるとよい。

1

・一輪車クラブの発表とあそびのブースで賑わった。一輪
車クラブの発表は1年の集大成でもあり、たくさんの方に見
て頂き、子ども達の自信に繋がった。遊びのブースは、輝
き隊とボランティアチルドレン、そして母親クラブの活躍で
とても活気づいていた。27年度は、地域の方と一緒にまつ
りを盛り上げていく内容を企画したい。

【プレゼント作り】
・大切な人へのプレゼント作り
・敬老の日　プレゼント作り
・バレンタイン　チョコレート作り

5/10（土）
6/14（土）
9/7（日）
2/14（土）

4 4

・母の日、父の日、敬老の日、バレンタインにプレゼント作
りをした。牛乳パックに布や画用紙を貼って飾り付けをした
小物入れを作ったり、モールやビーズで壁掛けを作ったり
など、素敵なプレゼントに仕上げる事ができ、参加者は満
足そうだった。

多
世
代
間
交
流
事
業

1

【館イベント】
・児童館まつり

3/22(日)

目標回数：12回程度

行事や児童館まつりな
ど誰でもが参加できる
行事を実施し、地域間
及び多世代間の交流を
深め、子どもが育つ環
境づくりを地域ぐるみで
取り組む。

11 10

1

【共催行事（地域行事）】
・おはなしの会

・第2区夏祭り
・すいとんの会
・新羅神社　秋の大祭
・（もちつき大会）
・クリスマス会

第1
土曜日

(8月除く)

各年1回

19



坂上

H25
年度

H26
年度

平成25年度の実施状況 平成26年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、
課題分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 18 乳幼児 22

小学生 38 小学生 54

中高生 0 中高生 1

大人 9 大人 16

乳幼児 23 乳幼児 32

小学生 254 小学生 329

中高生 0 中高生 3

大人 19 大人 28

乳幼児 5 乳幼児 5

小学生 121 小学生 204

中高生 0 中高生 0

大人 5 大人 6

乳幼児 46 乳幼児 59

小学生 413 小学生 587

中高生 0 中高生 4

大人 33 大人 50

乳幼児 0 乳幼児 7

小学生 25 小学生 19

中高生 0 中高生 5

大人 0 大人 5

乳幼児 3 乳幼児 0

小学生 88 小学生 74

中高生 0 中高生 0

大人 0 大人 0

乳幼児 3 乳幼児 7

小学生 113 小学生 93

中高生 0 中高生 5

大人 0 大人 5

小計 28 22

7

・坂上公園の遊具についている砂をほうきで掃いたり、児
童館の遊戯室や廊下の拭き掃除、窓拭き、花壇の草抜き
などを行った。クリーン大作戦をきっかけに、普段でも、ゴ
ミ拾いやおもちゃの拭き掃除など積極的にやってくれる様
になった。今後も、自主的に清掃活動に取り組める様、定
期的にクリーン大作戦を実施する。

【その他のボランティア活動】
・ボランティアチルドレン
（子どもスタッフ）
・行事の企画・運営
・館内　館周辺の清掃

月1回
程度

22 15

・養正公民館まつりあそびのブース、クリスマス会、児童館
まつりでは、企画から携わり、当日の司会進行やブースを
担当した。また、公園や児童館周辺のゴミ拾い、ベルマー
ク切りなど、積極的に取り組む姿が見られた。館内だけで
なく、地域に貢献できる様な活動も企画していく。

小計 72 70

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
実
施

1

【クリーン大作戦】
・館内　館周辺の清掃
・おもちゃの清掃
・本の整頓

8月
12月
3月

目標回数：12回程度

児童館内でボランティア
活動の場を設定し、地
域の子どもたちが、それ
ぞれの地域で活動でき
るよう人材育成を進め
る。

11 12

6

・ミニシアターは、日本昔話や世界のおとぎ話を観た。小
中学生に昔話やおとぎ話の話をした際、思った以上に知ら
ない子が多かった為、この内容を選んだ。参加者は、お話
に引き込まれ、1時間集中して観ていた。
・ワードラリーは、問題にカラフルな絵を取り入れたり、漢
字や数の要素を組み入れたりなど、毎月、趣向を変えてい
る。掲示してある問題の前で相談し合ったり、知らない子
同士でも共通の話題で盛り上がったりなど、楽しそうに問
題を解いていた。大人の方も脳の活性化になると、毎月、
楽しみにしている方もみえた。今後も、誰もがやりたいとい
う意欲が湧く様な内容を考えていく。
・おりがみらんどとこうさくらんどは、季節に関するもの、家
で遊べるもの、飾るものを製作した。テーマを提供した後
は思い思いに作り、個性豊かな作品に仕上がった。身近
な廃材を使う事で、家でも実践できると好評だった。今後
も、子どもの発想を大切にしていきたい。

【避難訓練・防犯防災訓練】
・火災訓練
・地震訓練
・不審者対応訓練

第4
水曜日

12 12

・避難訓練は、毎月行っており、6月と11月は南消防署の
方に来て頂き、煙体験や水消火器体験を行った。話を真
剣に聞き、質疑応答の時間も設け、有意義な時間となっ
た。27年度は、子ども達の安全の為、たんぽぽ班の連れ
去り防止講話も企画していく。

一
般
来
館
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大
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を
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と
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【季節行事】
・こどもの日　こいのぼり作り
・七夕　七夕飾り作り
・節分　豆まき
・ひなまつり　雛人形作り

4/22（火）
7/2（水）～
7/6（日）
2/3（火）
3/1（日）

目標回数：50回程度

乳幼児から大人まで参
加者を限定しない、日
頃、誰でもが参加できる
遊びや行事を実施し、
初めての人の来館・参
加を促すとともに、参加
者相互の交流を深め
る。

11 13

8 8

・季節行事は、来館した子どもから大人までが楽しめる内
容で行う事ができた。七夕飾りには、短冊に思い思いの願
い事を書いたり、折り紙で飾りを作るなど、玄関の笹が子
どもたちの夢でいっぱいになった。豆まきは、鬼の的に
ボールを当て、何個倒せるかを競い、大いに盛り上がっ
た。

【企画行事】
・ミニシアター
・ワードラリー
・おりがみらんど/こうさくらんど

8/21（木）
8/22（金）

52 50



坂上

H25
年度

H26
年度

平成25年度の実施状況 平成26年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、
課題分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 4 小学生 0

中高生 14 中高生 19

大人 0 大人 0

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 12 小学生 28

中高生 7 中高生 11

大人 0 大人 0

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 0 小学生 5

中高生 29 中高生 21

大人 1 大人 0

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 16 小学生 33

中高生 50 中高生 51

大人 1 大人 0

乳幼児 8 乳幼児 2

小学生 1 小学生 2

中高生 0 中高生 0

大人 6 大人 2

乳幼児 33 乳幼児 46

小学生 0 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 38 大人 39

乳幼児 41 乳幼児 48

小学生 1 小学生 2

中高生 0 中高生 0

大人 44 大人 41

小計 16 15

12

・乳幼児親子の方とは、子どもの成長を共に喜び、小中学
生の保護者の方とは、送迎の際に児童館での様子を話し
たりなど、気軽に相談できる様、心掛けた。今後も専門機
関との連携を図り、子育ての悩みを抱えている方に寄り
添っていく様にする。

【子育て講演会等】
・子育て講座
・子育て支援
・子育て講演会

定期的 4 3

・子育て中の母親を対象に、子どもとのふれあい遊び、日
頃の運動不足の解消法、心身のリラックス法など、家でも
簡単に無理なくできるヨガや体操を教えて頂いた。とても
有意義な時間を過ごす事ができた為、27年度も、定期的
に企画していく。

小計 30 54

子
育
て
相
談
事
業
と
子
育
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
づ

く
り
の
推
進

1

【相談業務】
・子育て相談日
・専門機関による相談日

第2
水曜日

目標回数：10回程度

気軽に相談できる場や関
係機関への相談窓口とし
て相談を受ける。インター
ネットによる相談受付や専
門員による相談の場を設
定する。母子保健推進員・
主任児童委員・保健セン
ター・子育て支援センター
との連携を図る。

11 13

12

・中高生と一緒に遊ぶ事で、普段とは違う難易度の高いも
のになり、小学生はとても刺激を受けていた。一緒にス
ポーツをしたり、遊んだ事がきっかけで、交流が深まった。

【中高生ボランティア】
・輝き隊
・中高生ハローワーク

7月
3月

7 14

・中学生ボランティア「輝き隊」は、乳幼児水遊び、デイキャ
ンプ、児童館まつりで、大活躍だった。自分の担当を責任
を持って努め、積極的に行事を盛り上げてくれた。今後
も、「輝き隊」を通して、やりがいや楽しさを実感してもらえ
る様、活躍する場を提供していく。

中
高
生
事
業

1

【中高生の居場所事業】
・学習スペース

夏休み
冬休み
春休み

目標回数：6回程度

中高生等が乳幼児と接
する機会を持てるように
するなど、次世代の子
育て支援につなげてい
くため、地域に応じた事
業の実施及び中高生等
の居場所の確保に取り
組む。

10 13

18 36

・長期休暇に、日にちや時間を限定せず、いつでも利用で
きるようにした。主に中学3年生の利用が多く、学校や塾
の宿題、テスト勉強を集中してやっていた。今後も、中高
生がいつでも気軽に利用できる場を提供していく。

【ふれあい事業】
・スポーツ

定期的 5 4



坂上

H25
年度

H26
年度

平成25年度の実施状況 平成26年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、
課題分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 7 乳幼児 9

小学生 5 小学生 1

中高生 0 中高生 0

大人 8 大人 8

乳幼児 0 乳幼児 9

小学生 2 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 1 大人 12

乳幼児 341 乳幼児 32

小学生 327 小学生 57

中高生 62 中高生 35

大人 694 大人 159

乳幼児 348 乳幼児 50

小学生 334 小学生 58

中高生 62 中高生 35

大人 703 大人 179

 

（留意事項）　※「区分欄」は、指定管理者の協定書・仕様書で定められた事業は「１」、協定書等にない自主事業は「２」を記入。
　　　　　　　　※「年度評価欄」は、次の内容で記入。
　　　　　　　　　　仕様書以上：15～12点、仕様書に忠実：11～9点、仕様書の一部不実施（軽微）：8～7点、仕様書の一部不実施（中程度）：6～3点、それ以下：2～0点
　　　　　　　　　　自主事業のみ…内容・事業数等が期待以上：15～12点、例年通り：11～9点、例年よりやや劣る：8～7点、例年より劣る：6～3点例年よりかなり劣る　2～0点

小計 19 19

地
域
の
特
性
と
活
か
し
た
事
業

1
【移動児童館】
・（第2区ますつかみ大会）
・ガサガサ探検隊
・くりひろい　・いもほり
・養正公民館まつり
・マレット大会

月1回
程度

12 12

・地域で開催される行事に参加させて頂く事で、多世代の
方とふれあう貴重な場となった。ガサガサ探検隊は、生田
川で様々な生き物を発見し、大人の方も子どもと一緒に夢
中になっている姿が印象的だった。くりひろいといもほり
は、実りがなく開催できなかったが、自然の中での体験は
とても貴重である為、27年度も継続して企画できるとよい。

・26年度は、第2区ますつかみ大会の開催が休館日であっ
た事、くりひろい・いもほりが実りがなく開催できなかった
事、事業参加人数のカウント方法が変更した事により、参
加人数が減少した。

【祖父母の孫育て支援】
・グランパ　グランマ

定期的 3 3

・祖父母の方が乳幼児と一緒に参加して下さり、コース
ター作りやアイロンビーズ、カルタ取りをした。初めてアイ
ロンビーズを体験した祖父母の方もみえ、とても喜ばれ
た。

【イクメン事業】
・パパとあそぼう

定期的

目標回数：12回程度

児童館児童センターが
所在している地域の特
性を活かした事業を実
施すること。

11 12

4 4

・参加者は、毎回1～3組程度で少なかったが、工作をした
り、ゲーム遊びをしたりなど、児童館で父親と一緒に遊ぶ
よい機会となった。土日は、父親と一緒に遊びに来る子も
いるので、声を掛けたり、館内にポスターを掲示するなどし
て、参加者を募る。


